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ウマヅラハギNavodonmodestus (GUNTHER)は本邦沿岸海域で黒潮・対島暖流の影響を受ける水域lζ

分布するカワハギ科 (Aluteridae)の魚類である。近年，日本の沿岸各地でウマヅラハギの漁獲量が急増し

て，その異常繁殖が注目されている1)埠3)4) 0 

瀬戸内海では，ウ 7 ヅラハギは1940年代から桝網， 建網などによって漁獲されているが，桝網による漁獲

量は毎年， 4月から 6月までの 3箇月聞において特に多い乙とが知られている 3)則。乙のように瀬戸内海の

島晦部周辺において桝網，建網などによって漁獲される春季来遊群は，その大多数が発達した生殖巣を有す

る乙とから産卵群であることが確認されている6)7)。また日本海の新潟県沿岸域においても同様の結果が報

告されている 8)。本報は瀬戸内海のウ 7 ヅラハギ産卵群について，その魚体を測定して体長組成を求め，さ

らに年令組成を明らかにしたものである。

本報告を行なうに当り，ウマヅラハギの魚体測定について，ど便宜を与えて頂いた尾道魚市場の株式会社

ケンスイ・前社長堺本亮三氏，現社長三宅敬一氏，笠岡魚市場株式会社・社長藤原秀夫氏，六島の仲買人・

三宅重利氏，光漁業協同組合長小林栄作氏に対し深甚の謝意を表する。

材料と方法

産卵期のウマゾラハギの体長を測定するために用いた材料は，瀬戸内海中部の縫灘(備後灘を含む)およ

び西部の周防灘と伊予灘で，桝網と建網によって漁獲されたものであって，その詳細をTable1と Fig.llC

示す。Table11<::示される通り，体長を測定した標本は 1965年， '72年， '73年およびマ6年の4箇年の産卵群

である。測定した標本数は 19で，その半数の標本が大略 100-200尾の個体からなり，総計は 3，747尾で

あるが， 76年の産卵群は僅か 1標本で， 99尾1<::過ぎない。乙れらの標本が漁獲された場所は Fig.llC示し

た通りで，中部で9箇所，西部では 5箇所であるが，測定した標本の漁獲場所は年により異なる。
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Table 1. Details of the samples measured 

Number of individuals Date Sea region Fishing ground Fishing gear Female Male Total 

May 10， 1965 Hiuchi-nada Yuge-shima Masu-ami山 92 102 194 
" " Hashiri-shima " 47 54 101 

May 13， 1965 " Kitagi-shima " 49 62 111 

" " Shiraishi-shima " 58 70 128 
May17，1965 " Ta.幡shima " 160 129 289 
May 19， 1965 " Kitagi-shima " 120 87 207 
May 24，1965 " Ta-sh卸la " 201 153 354 
" " hl.no-shima Tate-ami** 10 18 28 
" " Sanagi-shima " 34 71 105 
" " Kitagi-sh愉la " 146 88 234 

(Sum) 917 834 1，751 

May 13， 1972 Hiuchi-nada Mu-shima Ma刷 -ami* 52 67 119 
" " Ohama " 69 64 133 

May 22， 1972 " " " 33 38 71 
May 18， 1972 Suo-nada Iwai-shima Tate-ami** 62 91 153 

May 26，1972 " H泊四-shima {蜘即ー側*
180 236 416 Tate-ami** 

(Sum) 396 496 892 

May 16， 1973 Suδ-nada Murozumi Tate-ami** 49 17 66 
May 17， 1973 Iyo-nada Nagahama " 212 127 339 

May 30，1973 Suo-nada Hime-shima {M脚 ami* 276 324 600 
Tate-ami** 

(Sum) 537 468 1，005 

June 17， 1976 Suo-nada Kudamatsu Ma血 -ami* 53 46 99 

療 Masu-amiis a kind of a small set net. キ* Tate-ami is a triple gill net. 
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Fig. 1 Map showing the station (solid circle) where the fIie-fish was sampled in the 
central and western region of the Seto ln1and Sea. 
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ウ7 ヅラハギは頭部の外部形態や体高などによって雌雄の区別が判別できるとされている
が則'当才魚や

産卵期以外の魚体について外観から雌雄を明瞭に区別する ζ とは必ずしも容易でなし、。し
かし産卵期の成魚

では Fig.2にみられるように，世主は卵巣が肥大するため腹部が膨満して体高が高くなるが，雄はそれ
ほど生

殖腺が肥大しないので，体高も雌ほど高くない。したがって乙の時期には雌雄の判別は肉
眼的K容易である。

そ乙で魚体の測定については，魚市場または漁獲場所において，ウ 7ヅラハギの雌雄を外観
的に判別して，

生のままでその魚体の体長と体重を測定した。

Fig. 2. The femaJe (upper) and the maJe (lower) of the spawner of 

the file-fish， Navodon modestus. 

結果

1 )産卵携の体長組成

1965年， '72年，および '73年のウ 7 ゾラハギ産卵群の体長の測定結果を年どとに取まとめて，各年
の

雌雄別の体長組成を Fig.3-51C示す。また 1976年の産卵群 l標本の雌雄別の体長組成をFig.6K示す
。

1965年の産卵群の体長は雌雄とも 16cmから 33cmまでの範聞にあって.モードは雌が25.5cm，雄が2
6.5

cmである。 1972年の産卵群の体長は雌古屋ともに 16-31摘であ って，モードは雌が23.5 cmであり ，
雄は

20. 5 cmである。 1973年の産卵群の体長範囲は雄は '72年と等しく 16-31cmであるが，雌は 17-30
cmで

ある。またモードは雌が21.5 cmであるのに対し，雄は 23.5 cmである。， 76年の産卵群の療本は桝網
の漁

獲物の l様本のみであって，前記の年と異なり，建網の漁獲物を欠いでおり，標本の個体数も少ない
。したがって

体長範囲は雌雄ともに狭く，雌が 16-25 cm，雄は 16-26 cmであ って，モー ドは雌が22.5 cmであり
，雄は

22. 0 cmである。
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以上のように，乙の4箇年についてみる限り，産卵群の最小体長は雌雄ともに 161.711で一定の値を示すが，

長大休長とモードの値はともに年によって異なる。
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Fig. 3. Length frequencies of the spawning 
c1usters of the fue-fish captured in the 

central region of the Seto Inland Sea in 
1965 by sexes. 

" 

2 )産卵群の年令組成

先に示した体長組成のデータに確率紙を利用した HARDINGの方法10)を適用して，ウ7 ヅラハギ産卵群の

年令組成を求めた。例えば1965年の産卵群の体長測定の結果を雌雄別IC:確率紙Kプロ ットしたものが Fig.7，8であ

る。図にみられる通り .1965年の産卵群は雌雄ともに 3つの年令群iζ分離する乙とができる 。 すなわち雌

では 161.711以上 191.711未満のグループ.191.711以上 241.711未満のグノレープ. 241.711以上331.711未満のグループの3

グループであ り，雄では 161.711以上 191.711未満のグループ， 191.711以上 251.711未満のグループ， 251.711以上331.711

未満のグループの 3グループである。そして乙れら雌雄における 3つのグループはウマヅラハギの成長1)8) 

11) 12) 13)から推して，それぞれ 1年， 2年， 3年の3つの年令群と考える乙とができる。したが って 1965年

の産卵群は l年魚. 2年魚.3年魚の3つの年令群で構成されていたとみてよい。
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以上の;方法によって 1965年， '72年， '73年そして '76年の各年のウマゾラハギ産卵群の年令組成を雌

雄別に求めた結果が Fig.9である。図のように 1965年の産卵群は 3年魚が主体であって，雌では 67%， 

雄では 66%を占めるが， 2年魚は雌では 30%，雄では 31%を占めるに過ぎない。これに対し， 1972年
と

1976 
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'73年の産卵群はともに2年魚が主体となっており， '72年については 2年魚が雌では 62%，雄では67%
を占め， 3年魚は雌では 309杉，雄では 22%を占める。また '73年については， 2年魚が雌雄ともに 73% 
を占めるが 3年魚は雌で 25%を，雄で24%を占めるに過ぎない。 1976年の産卵群の標本は桝網の漁獲
物のみの1標本で，建網の漁獲物の標本を欠いでおり，標本の個体数が僅か99尾であるから断定的な乙とは
言えないが，乙の年は 1年魚と 2年魚のみで構成され， 2年魚が雌では 85%を，雄では 83%を占めるとい
う結果が得られた。以上のように，産卵群は主として2年魚と 3年魚からなり， 1年魚は極く一部の個体が
産卵群K加入していると考える乙とができる。

3 )産卵群の体長組成についての中部海繊と西部海域との比較
1972年の産卵群については，先に Table11ζ示したように瀬戸内海中部の燈灘と西部の周防灘の標本に
ついて測定を行なっているので，乙の年の産卵群の体長組成を海域別1(，また雌雄別に Fig.10lL示した。
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そして両海域の産卵群の体長組成に差があるか否かを統計学的に検討するため，乙のデータについて分散の
差と平均値の差の検定を行なった14)。その結果，分散の差については雌がFo=1.25，雄がFo=1.05とな
って，ともに危険率5%で有意でない。また平均値の差については雌が t= 1. 79 ，雄が t= O. 77であって，
危険率5%で同様に有意でない。したがって中部と西部のウ 7 ヅラハギ産卵群の体長組成については，両海
域間で有意の差は認め難い。
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考察

瀬戸内海においては毎年， 4月から 6月までの 3箇月間，沿岸水域でウマヅラハギの産卵群が漁獲されて

いるが，それらは l年魚の一部と 2年魚および 3年魚で構成され，産卵群は雌雄ともに，最小個体の体長は

16川であり，最大体長は 30cm余であることが明らかになった。新潟県の沿岸海域におけるウマヅラハギの

産卵期は 5月下旬から 7月中旬までで， 6月がその盛期であり，この海域におけるウ 7 ヅラハギの生物学的

最小形は全長で約 19cmであって，全長が24cmの満2才のウ 7 ヅラハギは殆んどの個体が産卵すると報告さ

れているB)。ウマヅラハギの全長 19cmは，体長に換算する発と雌雄ともに 15.6 cmであるから，こ ζで得ら

れた産卵群の最小個体の体長は新潟県の沿岸海域のウ 7ヅラハギの生物学的最小形の値と一致する。

1965年の産卵群の年令組成は既述の通りであって，雌雄を合わせると 1年魚は 2%で極めて少なく，

2年魚が31%， 3年魚が 67%を占めて 3年魚が最も多い。このような比率をみると， 3年魚は全て産卵

に関与するが， 2年魚はその一部しか産卵lζ関与しないのではないかと考えることもできる。しかし '72年

の産卵群の年令組成は 2年魚、が 65;;ぢ， 3年魚が 25%であり，また， 73年については2年魚が73%， 3年

魚が25%を占めている乙とから， 2年魚は殆んど全ての個体が産卵l乙関与すると考える方が妥当であろう。

上述の 1965年の産卵群では 2年魚より 3年魚の比率が大きいという結果は， 1962年の発生量が'63年のそれより

大であったために生じた現象ではなかろうかと恩われる。それは瀬戸内海の燈灘(走島，六島，大飛島，大

浜)，周防i灘(光) ，播磨灘(福田，北灘)など調査できた何れの海域においても '62年の産卵群の漁獲量

が '63年のその漁獲量よりも多かった3)5)ことと対応している乙とから類推される。したがってウ 7 ヅラハ

ギは瀬戸内海においても日本海と同様，産卵に関与するのは成長のよい 1年魚の一部と， 2年魚以上の全て

の個体であろうと考えることができる。

要 約

瀬戸内海の沿岸水域lζ毎年， 4月から 6月までの聞に来遊するウマヅラハギ産卵群の体長組成と年令組成

を明らかにするために， 1965年 '72年 '73年および '76年の漁獲物の標本について，外観的lζ雌雄を

判別し，各個体の体長を測定して次の結果を得た。

1)産卵群の体長については， 1965年の標本は雌雄ともに 16-33cmで，モードは雌が25.5 cm， 雄が

26. 5 cmであった。 '72年の標本は雌雄ともに 16-31cmで，モードは雌が23.5cm，雄が20.5 cmであった。

'73年の標本は雌が 17-30 cmでモードが 21.5cm，雄は 16-31 cmでモードが23.5 cmであった。 そして

'76年の標本は雌が 16-25 cmでモードが22.5 cm，雄は 16-26cmでモードが 22.0 cmであった。

2)産卵群の年令組成については， 1965年の標本は雌では l年魚が 3%，2年魚が30%， 3年魚が67%

を占め，雄では)1民l乙3%， 31 %， 66 %であった。 '72年の標本では 1年魚， 2年魚， 3年魚の)1頁K8%，

62 ;;ぢ， 30%であり，雄では 11%， 67;;ち， 22%であった。 '73年の標本の雌については同じく， 2%，

73 %， 25 %であり，雄では 3%， 73 %， 24 %であった。そして， 76年の標本は雌では l年魚が15%， 

2年魚が85%であり，雄は l年魚が 17;;話， 2年魚が83%であった。

3)産卵群の体長組成を雌雄別に，瀬戸内海の中部海域と西部海域との間で比較したところ，統計学的に

は雌雄とも有意の差は認められなかった。
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SUMMARY 

The file-fish, Navodon modestus (G UNTHER ), has always been a fish of common 

commercial value in the Seto Inland Sea, but nowaday the annual catch of this 

species shows a considerably sharp fluctuation. Though the commercial catch of the file­

fish is done with various kinds of fishing gear, almost all the spawning clusters of them 

have been caught by the Masu-ami (a small set net) or the Tate-ami (a triple gill net) 

from the latter part of April to June. 

Many specimens sampled from the catches of the Masu-ami and the Tate-ami in 1965, 

'72, '73 and '76 on the spawning clusters of the file-fish in the Seto Inland Sea could be 

distingushed into female and male by their appearance (Table I, Fig. I, 2). Immediately 

their standard length was measured. On the whole, the minimum size of the file-fish 

that had formed the spawning clusters was 16cm in standard length in both of the female 

and the male, but the maximum size differed with years and was slightly over 30cm 

except 1976 (Fig. 3-6). 

The age composition of the sample of the spawning cluster was estimated from the 

frequency distribution of the standard length by employing HARDING 's method and using 

the probability paper (Fig. 7. 8). As the result of 1965, the spawning cluster consisted 

of Ill-age group which occupied 67%; 11-age group 30% and I-age group 3% in the 

female, and in the male Ill-age group 66%, 11-age group 31% and I-age group 3% (Fig. 9). 

The age composition of the spawning clusters of 1972 and '73 was really contrasting to 

that of 1965. Namely, in the case of 1972, for the female Ill-age group was 30%, 11-age 

group 62% and I-age group 8%, while for the male, Ill-age group was 22%, 11-age group 

67% and I-age group 11%. And in case of 1973, for the female Ill-age group was 25%, 

11-age group 73% and I-age group 2%, and for the male Ill-age group 24%, 11-age group 
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73% and 1-age group 3% (Fig. 9). Though the sample of 1976 was only one and the 

sample specimens were few compared with those of 1965, '72 and '73, the spawning 

cluster of 1976 consisted of only two age groups of 1- and 11-age; in the female 11-age 

group 85% and 1-age group 15%, and in the male 11-age group 83% and 1-age group 17% 

(Fig. 9). It may be laid down as a general rule that the spawning cluster of the file-fish 

is composed of a part of the 1-age group and the whole of 11- and Ill-age group. 

The frequency distribution of the standard length was compared between the spawning 

cluster caught in the central region and one in the western region of the Sea by sexes as 

the samples of 1972 (Fig. 1 0). The difference between two regions was statistically 

non-significant. 
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